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久しぶりにMeSo夏号ができました。
今回は『きょうと夢とロマン』ということでその昔にあった巨椋池の跡を巡ります。
豊臣秀吉が築いた伏見、姿を消した日本最大の池であった巨椋池の歴史に
触れてみてください！

みなさんの職場や身近にある“ちょっとそこまで”
と訪れたくなるような風景を紹介します。ちょっとそこまでちょっとそこまで
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い
ま
で
も
高
す
ぎ
る
国
保
料
を
引
き
上
げ

ら
れ
れ
ば
、
国
保
料
の
滞
納
者
が
増
え
、
保

険
証
が
短
期
証
や
資
格
書
に
変
え
ら
れ
、
受

診
抑
制
が
さ
ら
に
拡
大
し
、
助
か
る
い
の
ち

が
助
け
ら
れ
な
い
事
態
が
さ
ら
に
進
行
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
小
学
生
の
虫
歯
治
療
に

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
助
成
金
見
直
し

も
問
題
で
す
。
高
齢
者
の
足
を
支
え
る
制
度

で
あ
り
、
高
齢
者
の
健
康
面
で
も
効
果
の
あ

る
敬
老
乗
車
証
制
度
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。

自
治
体
の
役
割
を
投
げ
捨
て
。

財
政
悪
化
の
原
因
は
…

自
治
体
の
役
割
は
、
住
民
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
、今
回
の「
改

革
」（
案
）
は
、
大
型
公
共
事
業
の
失
政
の
ツ

ケ
を
住
民
に
回
す
ど
こ
ろ
か
、
あ
た
か
も
福

祉
の
施
策
が
財
政
難
の
理
由
か
の
よ
う
に
主

張
し
、
財
政
再
建
を
口
実
に
福
祉
施
策
を
切

り
捨
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
で
も
指
摘
を
さ
れ
た
財
政
難
の
原

因
で
あ
る
大
規
模
投
資
（
東
北
部
の
ゴ
ミ
焼

却
場
建
設
な
ど
）
や
地
下
鉄
建
設
問
題
を
深

く
分
析
し
な
い
ま
ま
の
京
都
市
･
市
長
の

「
改
革
」（
案
）
は
、
自
治
体
の
役
割
を
投
げ

捨
て
た
も
の
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

市
長
は
「
財
政
難
だ
か
ら
」
と
市
民
し
ん
ぶ

ん
な
ど
で
大
宣
伝
し
て
い
ま
す
が
、
必
要
な

情
報
を
市
民
に
知
ら
せ
な
い
ま
ま
、
誤
っ
た

認
識
を
広
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

い
ま
市
長
が
行
う
べ
き
は
、
遅
れ
て
い
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
P
C
R
検
査
、
医
療
･
介

護
の
体
制
強
化
な
ど
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
集
中

と
不
急
な
事
業
の
見
直
し
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、
大
変
な
状
況
に

陥
っ
て
い
る
市
民
の
暮
ら
し
･
営
業
を
さ
ら

に
苦
し
め
る
改
悪
を
提
案
し
て
よ
い
の
か
。

「
コ
ロ
ナ
禍
な
の
に
、
な
ぜ
」
が
率
直
な
市

民
の
意
見
で
す
。

本
当
の
目
的
は
、

　

自
治
体
リ
ス
ト
ラ
･

 

デ
ジ
タ
ル
化

京
都
市
は
、
財
政
難
と
言
い
な
が
ら
、
そ

の
一
方
で
、
京
都
府
と
と
も
に
北
陸
新
幹
線

延
伸
の
大
型
公
共
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、市
立
芸
大
再
整
備
（
3
5
0
億
円
）、

学
校
統
廃
合
（
1
3
0
億
円
）
な
ど
不
急
な

事
業
も
見
直
し
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
大
企
業

の
法
人
市
民
税
超
過
課
税
の
改
正
な
ど
に
よ

る
税
増
収
も
検
討
す
べ
き
で
す
。

今
回
の
「
改
革
」（
案
）
で
は
、
国
と
京
都

府
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
、
自
治
体

デ
ジ
タ
ル
化
も
柱
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
画
一
的
な
施
策
押
し

つ
け
と
住
民
情
報
の
掌
握
を
一
気
に
推
し
進

め
る
計
画
と
も
言
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
民

の
運
動
と
市
の
職
員
な
ど
の
努
力
に
よ
っ
て

築
い
て
き
た
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
支
え
、
地

域
に
ね
ざ
し
た
京
都
市
政
の
独
自
の
施
策
、

文
化
を
破
壊
す
る
可
能
性
の
あ
る
乱
暴
な
計

画
で
す
。

医
療
･
介
護
労
働
者
が

「
京
都
市
行
財
政
改
革
案
」に

反
対
を

今
回
の
「
改
革
」（
案
）
は
、
こ
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
全
て
の
市
民
の
生
活
を
不
安

定
な
も
の
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
未
来
の
京

都
市
を
危
う
く
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
を
中
止
に
追
い
込
む
た
め
に
、

医
療
･
介
護
･
福
祉
の
分
野
で
奮
闘
す
る
京

都
医
労
連
の
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
「
改
革
」（
案
）
の
問
題
を
知
り
、

中
止
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
国
と
京
都
府
の

責
任
も
明
ら
か
に
す
る「
府
知
事
あ
て
署
名
」

や
京
都
市
長
あ
て
署
名
･
学
習
･
宣
伝
や
京

都
市
議
会
へ
の
働
き
か
け
な
ど
、
大
い
に
奮

闘
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

京
都
市
行
財
政「
改
革
」と
は

京
都
市
は
、2
0
2
1
年
6
月
11
日
に「
行

財
政
改
革
計
画（
案
）」
を
公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
「
改
革
」（
案
）
は
、
2
0
2
0
年
度
に

設
置
さ
れ
た
「
京
都
市
持
続
可
能
な
行
財
政

審
議
会
」
の
答
申
を
受
け
た
、
改
革
の
具
体

的
内
容
で
す
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
京
都
市
は
、
災
害
発

生
に
よ
る
支
出
が
増
え
る
一
方
、
国
か
ら
の

地
方
交
付
税
の
削
減
で
収
入
が
減
り
、
市
財

政
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
く
な
っ
て
い

る
か
ら
だ
と
い
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
改
革
」（
案
）
は
、「
国
基
準
や

他
都
市
の
基
準
を
上
回
る
事
業
」
と
「
京
都

市
独
自
の
事
業
」、「
人
件
費
」
な
ど
を
大
幅

に
削
減
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
毎
年
、
5
0
0
億
円
程
度
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
中
止
･
改
悪
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

行
財
政「
改
革
」の
メ
ニ
ュ
ー

「
改
革
」（
案
）
は
、
多
く
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
改
悪
提
案
を
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の

生
活
保
障
で
あ
る
敬
老
乗
車
証
改
悪
、
バ
ス

･
地
下
鉄
運
賃
見
直
し
、
国
民
健
康
保
険
料

引
き
上
げ
、
市
営
保
育
所
の
廃
止
･
民
間
移

管
、
民
間
保
育
士
の
給
与
カ
ッ
ト
、
小
学
生

の
虫
歯
治
療
費
助
成
見
直
し
、
公
共
施
設
の

利
用
料
･
使
用
料
引
き
上
げ
、
京
都
市
職
員

削
減
な
ど
な
ど
、
住
民
の
身
近
な
サ
ー
ビ
ス

が
改
悪
さ
れ
ま
す
。

医
療･

社
会
保
障
切
り
捨
て
の

京
都
市
行
財
政「
改
革
」反
対

財
政
危
機
は
口
実
、本
当
の
ネ
ラ
イ
は
、

国
と
京
都
府
に
よ
る

自
治
体
リ
ス
ト
ラ･

デ
ジ
タ
ル
化
？

2021.夏号　No.1943 2021.夏号　No.194 2



京
阪
宇
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治
川
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宇治
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JR奈良線

京阪
本線

木津川

巨椋IC

近
鉄
線

イオンモール
久御山

大久保駅

小倉駅

阪
神
高
速
8
号
京
都
線

向島駅

京
阪
宇
治
線宇

治
川

宇治
川

京阪
本線

巨椋IC

イオンモールイオンモール
久御山

小倉駅

向島駅

巨椋池

干
拓
さ
れ
た
日
本
最
大
の
池

巨お

椋ぐ
ら

池い
け

は
、
京
都
府
の
南
部
、
現
在
の
京

都
市
伏
見
区
・
宇
治
市
・
久
御
山
町
に
ま
た

が
る
場
所
に
か
つ
て
存
在
し
た
池
で
す
。
古

来
よ
り
、
文
学
に
詠
ま
れ
た
景
勝
地
で
あ
り
、

昭
和
初
期
ま
で
は
「
蓮
見
の
舟
」
で
知
ら
れ

る
名
所
で
し
た
。

こ
の
巨
椋
池
の
北
側
に
は
多
く
の
島
が
点

在
し
、
現
在
も
残
る
槇
島
や
向
島
や
中
書
島

な
ど
の
地
名
は
、
そ
れ
ら
が
巨
椋
池
の
水
面

に
浮
か
ぶ
島
々
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い

ま
す
。

秀
吉
に
よ
る
大
規
模
工
事

こ
の
巨
椋
池
が
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
る
の

は
、
安
土
桃
山
時
代
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て

伏
見
桃
山
城
の
築
城
が
始
ま
っ
て
以
降
。
伏

見
の
町
を
洪
水
か
ら
守
る
た
め
に
、
巨
椋
池

へ
と
流
入
し
て
い
た
宇
治
川
を
巨
椋
池
と
切

り
離
す
大
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
宇
治
川
は

槙
島
堤
に
よ
っ
て

北
へ
迂
回
す
る
形

と
な
り
、
巨
椋
池

と
の
つ
な
が
り
は
、

淀
付
近
の
み
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
伏
見
城
下
の

南
に
は
現
在
の
観

月
橋
が
渡
さ
れ
、 

池
の
中
に
も
「
太

閤
堤
（
小
倉
堤
）」

と
呼
ば
れ
る
堤
防

を
つ
く
り
ま
し
た
。

暑い日々が続きますが皆さん如何お過ごしでしょう
か？コロナ禍の終息が見えない中ストレスが溜まってい
ませんか？で、今回も身近でいける巨椋池を紹介します。
「巨椋池ってどこ？」と思われる方も多いと思いますが、
今はもう巨椋池はありません。しかしその名残が多く残っ
ています。是非、みなさんも雄大な巨椋池の歴史をご一
緒にどうぞ！

幻の巨椋池を訪ねて
B U R A M E S O

フラＭｅＳｏ

桃山駅から歩いて５分程で指月城跡
に到着。マンションの一角にひっそ
りと指月城跡の石垣が残されていま
す。石垣の脇には説明ケースがあり

ますがガラスが
曇 っ て い て 読
み 取 る こ と が
ちょっと微妙。

こ
れ
が
京
都
と
奈
良
を
結
ぶ「
新
大
和
街
道
」

で
す
。

そ
の
後
、
対
岸
の
伏
見
が
港
と
し
て
の
繁

栄
を
極
め
る
中
、
巨
椋
池
は
江
戸
時
代
に

入
っ
て
も
水
害
が
多
発
。
淀
付
近
で
三
河
川

の
合
流
点
と
つ
な
が
っ
て
い
た
巨
椋
池
は
、

増
水
時
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
甚

大
な
被
害
を
被
り
続
け
ま
し
た
。

遊
水
地
と
し
て
の
受
難

こ
の
洪
水
を
防
ぐ
た
め
、
明
治
時
代
に
、

巨
椋
池
は
宇
治
川
・
淀
川
と
切
り
離
さ
れ
、

独
立
し
た
池
と
な
り
ま
し
た
。

長
い
水
害
の
歴
史
か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ

れ
る
か
に
み
え
た
巨
椋
池
で
し
た
が
、
独
立

湖
と
な
り
、
水
の
循
環
を
失
っ
た
こ
と
で
、

周
辺
か
ら
生
活
廃
水
や
農
業
排
水
が
流
れ
込

み
、
水
質
が
急
激
に
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
底
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
に
よ
っ
て
、
蚊
が

大
量
発
生
し
、
風
土
病
と
も
言
わ
れ
た
マ
ラ

リ
ア
ま
で
発
生
し
ま
し
た
。

昭
和
の
「
池
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
」

こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
唯
一
の
方
法

と
し
て
、
昭
和
7
年
、
国
内
初
の
国
営
干
拓

事
業
と
し
て
池
は
干
拓
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
池
の
水
を
汲
み
出
す
た
め
に
、
宇

治
川
の
側
に
排
水
機
場
を
建
設
。
８
年
が
か

り
の
大
工
事
の
末
、
池
の
底
で
あ
っ
た
約

8
0
0
ha
は
つ
い
に
陸
地
に
な
り
巨
椋
池
は

地
上
か
ら
姿
を
消
し
ま
し
た
。

現
在
、
巨
椋
Ｉ
Ｃ
を
通
れ
ば
、
眼
下
に
広

が
る
広
大
な
田
ん
ぼ
の
風
景
に
、
在
り
し
日

の
巨
椋
池
の
水
面
が
蘇
り
ま
す
。

観
月
橋
を
渡
っ
て
右
折
す
る

と
小
倉
堤
に
入
り
ま
す
。
い

か
に
も
昔
な
が
ら
の
建
物
が

続
き
ま
す
。

有
難
い
こ
と
に
、
小
倉
堤
の

説
明
板
が
途
中
に
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

干
拓
後
は
農
地
が
広

が
り
ま
す
。

堤だけあって道路は一段高くなっています。
見えている下の方は巨椋池だったところ。

観月橋から歩いて（途中30分程食事休憩でうどんをす
すりました）１時間半ほどで巨椋神社に到着。

久御山イオンから国道１号線を
渡ってあぜ道を歩きます。この辺
は完全に巨椋池の底だったところ。

ポンプ場から今度は淀川の土手道を京阪
淀駅に向かって歩きます。近くに橋が無
いので土手道を2km迂回です。これが結
構つらい！

巨
椋
池
の
干
拓
後
も
水
は
溜

ま
っ
て
き
ま
す
。
な
の
で
、

今
で
も
ポ
ン
プ
で
水
を
淀
川

に
放
流
し
て
い
ま
す
。
右
の

建
物
が
ポ
ン
プ
場
で
す
。

やっとのことで淀駅に到着！
改めて巨椋池の大きさに驚き
です。全工程５時間の探索。
とても勉強になりました。

旧山田家住宅の近くに大池神社があります。「大池」とは巨椋池の事
で巨椋池に生息していた生物を祀っています。

ポ
ン
プ
場
の
敷
地
内
に
は
立

派
な
展
示
室
が
あ
り
ま
す
。

職
員
の
方
か
ら
丁
寧
に
説
明

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
無
料

で
す
。

旧
山
田
家
住
宅 

●⑥

東ひ
が
し

一い
も

口あ
ら
い

地
区
は
、
巨お

椋ぐ
ら

池い
け

の
中
州
だ
っ
た

た
め
集
落
は
東
西
に
細
長
く
家
屋
が
連
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
区
の
中
ほ
ど
に
あ
る
旧

山
田
家
住
宅
は
、

そ
の
昔
、
巨
椋
池

漁
業
権
の
総
帥

だ
っ
た
大
庄
屋
の

屋
敷
で
す
。
巨
大

な
長
屋
門
と
長
塀

は
、
水
害
へ
の
備
え
と
し
て
石
垣
の
上
に
築

か
れ
て
い
ま
す
。
立
派
な
構
え
の
建
造
物
か

ら
は
当
時
の
繁
栄
が
う
か
が
え
ま
す
。

● 

第
一
木
曜
日
・
第
二
土
曜
日
・
第
三

日
曜
日
の
月
に
３
日
だ
け
見
学
可
能

●
入
館
料
2
0
0
円

●
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
12
時
ま
で旧山田家住宅　久御山のイオンから歩くこと30分、東一口にある

旧山田家住宅に到着。外観を見るだけでもデカい！

桃山駅

●② 
●③  太閤堤 
小倉堤址

巨椋神社 ●④
●⑤●⑨

●⑥

旧山田家
住宅

巨
椋
池

排
水
機
場
公
園

大
池
神
社 

●⑦

●①

●③

●③

●③

●④

●⑤

●⑤

●⑥

●⑦

●⑧

●⑧

●⑨

干
拓
さ
れ
た
日
本
最
大
の
池

干
拓
さ
れ
た
日
本
最
大
の
池

干
拓
さ
れ
た
日
本
最
大
の
池

干
拓
さ
れ
た
日
本
最
大
の
池

干
拓
さ
れ
た
日
本
最
大
の
池

秀
吉
に
よ
る
大
規
模
工
事

秀
吉
に
よ
る
大
規
模
工
事

秀
吉
に
よ
る
大
規
模
工
事

遊
水
地
と
し
て
の
受
難

遊
水
地
と
し
て
の
受
難

遊
水
地
と
し
て
の
受
難

昭
和
の
「
池
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
」

昭
和
の
「
池
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
」

昭
和
の
「
池
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
」

昭
和
の
「
池
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
」

昭
和
の
「
池
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
」

昭
和
の
「
池
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
」

昭
和
の
「
池
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
」

昭
和
の
「
池
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
」

旧
山
田
家
住
宅

旧
山
田
家
住
宅

旧
山
田
家
住
宅

指月城
（指月伏見城）跡

●①

スタート

京阪淀駅ゴール

宇
治
川
を
観
月
橋
で
渡
り
ま
す
。

右
側
の
護
岸
が
豊
臣
秀
吉
が
宇

治
川
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
に

作
っ
た
槙
島
堤
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
宇
治
川
は
伏
見
を
経
由
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●②

●⑧

旧山田家旧山田家
住宅住宅

久御山JCT

やっとのことで淀駅に到着！
改めて巨椋池の大きさに驚き
です。全工程５時間の探索。
とても勉強になりました。

京阪淀駅京阪淀駅ゴール

「東一口」で「ひがしい
もあらい」と読みます。
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●�

ガ
ラ
携
か
ら
、「
極
彩
色
」
の
ス
マ

ホ
へ

一
昨
年
の
秋
か
ら
、
ガ
ラ
携
を
や
め

て
ス
マ
ホ
な
る
物
を
使
い
始
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
み
る
と
、

目
の
前
に
映
る
画
面
は
実
に
色
あ
ざ
や

か
。
色
き
ら
び
や
か
な
画
面
は
ま
さ
に

「
極
彩
色
」
の
輝
き
で
、
初
老
の
域
を

迎
え
た
私
に
と
っ
て
ス
マ
ホ
は
、
あ
る

種
、刺
激
物
に
な
っ
た
と
い
え
る
。ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
観
て
い
る
と
音
楽
物
の
投

稿
が
多
数
あ
り
、ビ
ー
ト
ル
ズ
の「
レ
ッ

ト
・
イ
ッ
ト
・
ビ
ー
」
を
取
り
扱
っ
た

投
稿
が
私
の
目
に
留
ま
っ
た
。
そ
れ
ら

を
観
て
い
る
と
、
50
年
ほ
ど
前
の
記
憶

が
、
走
馬
灯
の
様
に
甦
っ
て
き
た
。

●�

T
V
C
M
の
ビ
ー
ト
ル
ズ「
レ
ッ
ト
・

イ
ッ
ト
・
ビ
ー
」

　

50
年
ほ
ど
前
の
1
9
7
0
年
前
後
、

私
は
九
州
博
多
の
片
隅
に
暮
ら
す
小
学

生
で
あ
っ
た
。
登
校
前
の
朝
７
時
20
分
、

T
B
S
系
列
で
放
送
さ
れ
て
い
た
「
大

石
吾
郎
の
ヤ
ン
グ
7
2
0
」
と
い
う
、

若
者
向
け
情
報
番
組
を
よ
く
観
て
い
た
。

こ
の
番
組
が
始
ま
る
前
に
東
芝
の
ス
テ

レ
オ
宣
伝
の
C
M
が
放
送
さ
れ
て
い
た
。

ビ
ー
ト
ル
ズ
が
出
演
し
て
い
る
映
画

「
レ
ッ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ビ
ー
」
の
一
場

面
で
、
メ
ン
バ
ー

４
人
と
、
こ
の
曲

で
キ
ー
ボ
ー
ド
を

担
当
し
て
い
た
ビ

リ
ー
・
プ
レ
ス
ト

ン
が
登
場
し
、
そ

の
場
面
で
ポ
ー
ル

が
「
L
e
t 

i
t 

b
e
」（
レ

リ
ピ
ー
と
聞
こ
え

る
）
を
繰
り
返
し

歌
っ
て
い
る
C
M

で
あ
っ
た
。
こ
の

C
M
に
小
学
生

だ
っ
た
私
は
、
何

故
か
心
惹
か
れ
る

も
の
を
感
じ
た
の

で
あ
る
。
こ
の

C
M
の
影
響
か
、

学
校
に
行
っ
て
も
、

「
レ
リ
ピ
ー
」
と

は
も
り
、
ポ
ー
ル

の
真
似
を
す
る
者
も
い
た
ぐ
ら
い
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
こ
の
あ
た
り
か
ら
だ
と

思
う
が
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
音
楽
を
聞
く

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
中
学

生
に
な
っ
た
こ
ろ
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

「
レ
ッ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ビ
ー
」
の
シ
ン

グ
ル
盤
を
買
う
こ
と
に
な
っ
た
。

●�

ピ
ア
ノ
で
弾
い
て
み
た
い
憧
れ
の

曲
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
「
レ
ッ
ト
・
イ
ッ

ト
・
ビ
ー
」

た
だ
聞
い
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た

「
レ
ッ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ビ
ー
」
だ
が
、

聞
い
て
い
る
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、

実
際
に
ピ
ア
ノ
で
弾
い
て
み
た
く
な
っ

て
き
た
。
と
は
言
っ
て
も
、
貧
乏
た
れ

の
我
が
家
に
ピ
ア
ノ
が
あ
る
わ
け
で
な

し
練
習
も
で
き
な
い
。
せ
い
ぜ
い
で
き

た
こ
と
は
、
中
学
校
の
音
楽
教
室
に
あ

る
ピ
ア
ノ
で
、
冒
頭
の
一
小
節
半
程
度
、

ま
ね
ご
と
み
た
い
な
こ
と
を
し
て
、
ピ

ア
ノ
を
弾
い
た
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
「
レ
ッ
ト
・
イ
ッ
ト
・

ビ
ー
」
を
初
め
て
聞
い
た
日
か
ら
約
35

年
後
、
自
宅
に
電
子
ピ
ア
ノ
が
運
ば
れ

て
き
た
。
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
ピ

ア
ノ
経
験
は
ま
っ
た
く
な
い
が
、
ピ
ア

ノ
の
お
稽
古
で
も
し
て
み
よ
う
か
と
ふ

と
思
い
つ
い
た
。
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
み

る
な
ら
、
憧
れ
の
曲
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

「
レ
ッ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ビ
ー
」
を
や
っ

て
み
た
い
、
そ
ん
な
思
い
が
沸
き
上

が
っ
て
き
た
。
最
初
に
し
た
こ
と
は
、

初
心
者
向
け
の
ピ
ア
ノ
練
習
雑
誌
を
買

う
こ
と
だ
っ
た
。
右
手
で
ド
レ
ミ
フ
ァ

…
、
続
い
て
左
手
で
ド
レ
ミ
フ
ァ
…
を

指
定
さ
れ
た
指
で
鍵
盤
を
叩
く
こ
と
か

ら
始
め
た
。
そ
し
て
、
両
手
で
弾
く
こ

と
に
な
る
の
だ
が
、
思
う
よ
う
に
手
指

が
動
か
な
い
。
だ
い
た
い
、
譜
面
に
書

い
て
あ
る
通
り
に
両
手
指
を
ば
ら
ば
ら

に
動
か
す
こ
と
自
体
が
あ
り
え
な
い
こ

と
で
あ
る
。
頭
の
中
は
か
な
り
混
乱
し

た
が
、
初
心
者
向
け
に
編
曲
し
て
あ
る

譜
面
で
練
習
し
て
い
く
う
ち
に
、
ご
く

簡
単
な
曲
で
あ
れ
ば
、
少
し
は
弾
け
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

※
1
、
※
２

「
京
都
ぎ
ら
い
」
や
、
そ
の
他
多
く

の
著
作
で
知
ら
れ
る
井
上
章
一
氏
（
現
、

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）

が
書
い
た
「
ア
ダ
ル
ト
・
ピ
ア
ノ
ー
お

じ
さ
ん
、ジ
ャ
ズ
に
い
ど
む
」（
P
H
P　

2
0
0
4
年
）
か
ら
拝
借
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。「
ア
ダ
ル
ト
」
と
あ
る
と
、

何
か
い
か
が
わ
し
い
雰
囲
気
満
載
で
引

い
て
し
ま
い
そ
う
な
気
分
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
の
著
作
に
は
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
。
憧
れ
の

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
の
名
曲
を
何
と
か
自
分

で
も
弾
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
の
一

心
で
、
ピ
ア
ノ
に
挑
ん
で
い
く
姿
が
、

井
上
氏
特
有
の
軽
妙
洒
脱
な
タ
ッ
チ
で

記
さ
れ
て
い
て
、
非
常
に
面
白
い
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
興
味
が
あ
る
方
は
、

一
読
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
て
お
き
た

い
。�

（
つ
づ
く
）

　

川
上
裕
光

�

（
京
都
医
労
連
個
人
加
盟
分
会
）

おじさん、ビートルズ
「レット・イット・ビー」にいどむ（上）※2

68歳ですが会計年度職の組
合員であります。
� 中村 利国
� （府職労連　洛南病院支部）

コング谷口
車窓の世界

JR京橋駅の
ブロック壁

パズルの答えが難しい。
� 落合 朋子
�（京都第二日赤病院労働組合）

紙面についてのご感想・
ご意見・職場の話題

氏名

組合名

　暑い日が続きますが皆さんお元気です
か？
　コングはコロナにも負けず毎日奮闘し
ています。もう少しで楽しい日が戻って
くると思うのでそれまで頑張って行きま
しょう！
　では、今回も写真を紹介します。この
写真ですがJR京橋駅（大阪府）の学研都
市線のホームからの撮影です。一見何の
変哲もない写真ですが線路の右側にある
ブロック壁にご注目下さい。このブロッ
クは空襲で破壊されたガラス工場の跡と
言われています。
　この空襲は京橋空襲と言われていま
す。真夏の暑い午後１時ごろ京橋駅に１
トン爆弾４発が落下します。その１つが
京橋駅の城東線（環状線）ホームを突き抜
けて片町線（学研都市線）ホームに落下し
ます。ホームではちょうど城東線の上り
列車と下り列車の２本が入ったところで

した。多くの乗客が、空襲から避難して
下の片町線ホームに集まっていました。
そこに１発の１トン爆弾が、落下して爆
発。避難していた乗客らが爆弾の直撃を
受け、600名以上の方が犠牲になりまし
た。今でも京橋駅南口横には慰霊碑があ
り、毎年法要が営われています。
　さらにこれ以上に悲しい事はこの空襲
が1945年８月14日、つまり終戦の前
日に起こったという事実です。

192号の正解は「イナリヤマ」でした。
正解のうち以下の方に図書カードをお送りします。
川西　瞳（民医労東支部）、板谷 直子（民医労洛南支部）
岡田 桂子（京都第二日赤）、木村 葉子（京都府立洛南病院）
辻　秀治（あすかい病院）

送り先＝〒604-8854　京都市中京区壬生
　　　仙念町30-2 労働会館6Ｆ・京都医労連
FAX・Email可＝075-811-6170
	 irouren@labor.or.jp
締切＝�９月30日消印有効（官製ハガキか、

FAX・メールで組合名も忘れずに）
発表＝196号
賞品＝正解者のうち抽選で5人の方に1,000
　　　円分の図書カードをお送りします。

パズルコー ナー の 5 文字を 1 つの言葉（単語）にしてください。
　　＊ヒント「全国観光地シリーズ」

〔
た
て
の
カ
ギ
〕

①
大
阪
と
広
島
で
激
し
い
バ
ト
ル
に
な
っ
て
い

る
粉
も
の
で
す
。

②「
る
ろ
う
に
剣
心
」の
原
作
か
ら
実
写
版
に
至

る
ま
で
親
し
ま
れ
て
い
る
、と
ぼ
け
た
剣
心

の
口
癖
で
す
。

③
幼
虫
と
成
虫
の
間
の
あ
ま
り
動
か
な
い
期
間

の
姿
で
す
。

④
主
燃
料
と
し
て
ナ
フ
サ
を
用
い
た
ゼ
リ
ー
状

の
油
脂
焼
夷
弾
で
す
。ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
ア

メ
リ
カ
軍
が
使
用
し
ま
し
た
。

⑤
血
液
型
の
一
つ
で
す
。血
清
に
は
抗
A
・
抗
B

抗
体
を
持
ち
ま
す
が
、赤
血
球
に
抗
原
を
持

ち
ま
せ
ん
。

⑥
５
～
６
ヶ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
の
大
切
な
飲

み
物
で
す
。

⑩
魂
が
消
え
る
ほ
ど
の
思
い
か
ら
、驚
き
を
意

味
す
る
言
葉
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

⑫
セ
サ
ミ
イ
ン
デ
ィ
カ
ム
の
栄
養
の
吸
収
率
が

一
番
高
い
の
は
ど
ん
な
形
状
で
し
ょ
う
か
？

⑭
一
般
的
に
一
連
の
も
の
、一
続
き
も
の
を
い

い
ま
す
。

⑲
お
い
し
い
で
す
。

〔
よ
こ
の
カ
ギ
〕

①
全
仏
オ
ー
プ
ン
に
て
試
合
後
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
苦
痛
だ
と
大
会
を
棄
権
し
ま
し
た
。

⑦
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
進
み
始
め
ま
し
た
が
、ま

だ
ま
だ
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。一
日
も

早
く
日
常
が
戻
り
ま
す
よ
う
に
！

⑧
６
月
の
誕
生
石
で
す
。

⑨
1
9
5
2
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ラ
マ
映
画

「
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
」と
い
え
ば
こ
の
楽
器
で

す
ね
。

⑪
未
婚
女
性

⑬
琉
球
列
島
を
除
く
日
本
全
土
に
生
育
し
て
い

る
毒
蛇
で
す
。ハ
ブ
よ
り
毒
性
は
強
い
で
す
。

⑮
佐
藤
優
香
・
デ
ィ
ー
ン
元
気
・
北
口
榛
花
と
言

え
ば
。

⑯
冠
を
正
し
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

⑰
俳
句
に
は
、欠
か
せ
ま
せ
ん
。

⑱
７
月
の
誕
生
石
で
す
。

⑳
10
の
４
乗
で
す
。

�
江
戸
時
代
前
期
か
ら
京
都
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
京
野
菜
で
す
。シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
歯
ご
た

え
か
ら
サ
ラ
ダ
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

（
出
題
者　

元
岡 

洋
子
）

1 2 3  4 5 6

7    8

  9 10

11 12  13  14

15     16

17   18 19

 20   21

医療の現場で働いていると知らな
い間にストレスが溜まって行きま
す。たまには、ストレスを発散し

てストレスを溜め込まない事が大
事だと感じました。
御土居ツアーの記事もとても興味
深く、京都に住んでいても知らな
い場所がたくさんあるので、たま
には足を伸ばして散策してみよう
と思いました。� 奥羽 紗也加
� （洛西ニュータウン労働組合）

パズルのこたえ
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　暑い夏が続きますが皆さん体調は如何でしょ
うか？
　なかなかコロナ禍の状況が好転しない中での
政府の対応には呆れてしまいます。
　こんな政治を変えるにはやはり一人ひとりの
政治に対する関心を増やすことだと思います。
医療、介護はいま忙しく疲弊されている方も多
いと思いますが、是非少しの時間でも良いので
政治に関心を持ってください。

　春のナースウェーブ集会を５月15日に開催
しました。日本赤十字看護大学名誉教授の川嶋
みどり氏から「コロナ禍だからこそ、看護の原
点を考える」をテーマに講演をして頂きました。講演の中で川
嶋氏は、「コロナ以前から、ヒューマンパワーは不足。患者の
多くの高齢者はスローライフである。しかし、至便性と効率性
に価値を置く風潮にある。行き過ぎた医療安全で患者を抑制。

『看護師が看護に専心できない職場環境』になっている。」と指
摘。コロナ禍で自死した看護師のエピソードを紹介し、犠牲な
き献身こそ真の奉仕」と強調し、看護の原点、「看護の手」を
語りました。看護の原点に照らして納得いかないことは、勇気
を持って発言する「責務」があると参加者にエールを送りました。
　講演の後に市立病院、府立病院、民医連中央病院などから職場の報告
があり、コロナ禍で病棟再編がすすんだことや看護補助者の夜勤専従導
入など相反する感染防止と看護の現状の報告がありました。

京都医労連青年部総会！

編・集・部・だ・よ・り

　京都医労連青年部は５月15日（土）に、数年ぶりとなる総会を開催しました。
開催方法はこんなご時世ですので、オンラインと対面併用のハイブリッドで行いま
した。京都医労連青年部員６人と、来賓として京都医労連から勝野執行委員長・香

川副執行委員長、また総評青年部からは堀事務局長が参加
いただきました。医労連青年部活動、予算案、青年部方針（案）
が満場一致で承認されました。議案討論では今後、取り組
みたいことやSNS等での発信について活発な意見交換が行
われました。
　今総会で新青年部長に山本さん（民医労東支部）が就任！
今後も、京都医労連青年部は青年の要求実現のために「げ
んきにたのしく♬」活動していきますので、よろしくお願
いします。� （民医労伏見支部　柴）
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